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1．背景・目的：教育者の問いかけにより学習者の気づきや考えを引き出し，それに対して教育者がさらなる

視点や発展を促すような対話型環境学習では，学習者の主体的な学びが構築される 1）．さらに，このように主

体的に「動物について学んだ」と実感した体験は「その動物を保全したい」と望む態度に関係すると言われて

いる 2）．一見，泥場のように思える泥干潟にも多様な生物が生息しており，保全対象とされている．泥干潟の

代表種の一つにはヤマトオサガニがあるが，警戒心が強く，当地での観察は容易ではない．そこでヤマトオサ

ガニを対象とした対話型環境教育の方法として，『紙媒体』『VR 動画』『干潟上に置いたカメラからの Wifi を

受信したライブ映像（以後 LV）』の 3 つを視覚教材として使用し，それぞれの特徴について検討した． 

2．実験・解析方法：実験はヤマトオサガニの生息が確認されている「あらい浜風公園内の人工干潟」周辺

（図 2）で行った．公園来訪者に声をかけ，15 組の協力者を得た．学習者には『紙媒体（図 3）』『VR 動画

（図 4）』『LV（図 5）』のうち１種類の視覚教材を用い，対話型環境学習を行った．学習中の発話を IC レコー

ダーで録音し，学習後は表 1 のアンケート調査を行った．その後，学習者が視覚教材なしに実際の干潟でカニ

の観察を行うかを観察した．発話内容は図 11）のプロセスに基づき，学習者の『気づき』と実践者の『視点

(a)』『強調(b，b’)』『発展(c，c’)』の対話箇所を分類した．  

3．結果：学習者の構成とアンケートへの回答数，学習後の行動を表 2 に示す．問 1 への回答は『VR 動画』で

は 5 人中 4 人，『LV』で 3 人中 3 人が回答したが，『紙媒体』は 3 人中 0 人であった．問 2 に対しては『VR 動

画』で 5 人中 2 人が回答したが，『LV』と『紙媒体』では 3 人中 0 人であった．学習後の行動については『LV』

と『紙媒体』の学習者は 5 組中 2 組が実際の干潟にいるカニの観察をしに行ったが，『VR 動画』では 5 組中 1 

組であり，5 組中 4 組は再度動画の視聴を希望した．次に，学習者と実践者の発話内容を分類した結果，実践者

から学習者への『強調(b)』『発展(c)』の発話はなく，学習者から実践者への『強調(b’)』『発展(c’)』の発話のみ

であった．また，カイ二乗検定を行ったところ有意な差がみられたため（表 3），調整済みの残差を求めて視覚

教材の特徴を把握した（表 3）．その結果，『紙媒体』では『視点(a)』の発話が多く，『強調(b’)』『発展(c’)』の発

話が少ないといった特徴がみられ，『VR 動画』では『視点(a)』の発話が少なく，『強調(b’)』の発話が多い特徴

がみられた．  

4. 考察： 対話型環境学習（図 1）において初めの『気づき』をどのような問いかけで促すかは重要な課題であ

る．視覚教材を用いない場合，一般的にまず教育者から『(a)視点』『(b)強調』『(c)発展』の問いかけを行い学習

者の『気づき』を促す. しかし，『VR 動画』を視覚教材に用いた場合は，学習者の自発的な『気づき』から『強

調(b’)』『発展(c’)』といった問いかけの方略を行うことができた．このような方略は実践者のスキルが必要と考

えられるが，『VR 動画』を視覚教材とすることで実践者のスキルに関係なく比較的容易に学習者の『気づき』

を促すと考えられた．今後の課題として，A) 『VR 動画』視聴後に，実際に干潟での観察を行ったのは 5 組中

1 組だったことと，再度『VR 動画』視聴の希望が多かったことから学習者が動画だけで満足してしまう恐れが

あること，B)『LV』においては有意な特徴を見出すことができなかったため実験者数を増やし，再実験を行う

こと，C)視覚教材で学習したあとの学習者の行動変容の違いについて考察を深めて行く必要がある． 

5. まとめ：ヤマトオサガニを対象とした対話型干潟環境学習の視覚教材として『紙媒体』『VR 動画』『LV』の

特徴を実践者と学習者の発話分類から検討することができた． 
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図 1 主体的な学びを促す 

対話型環境学習の分類 1） 

 

図 2 実験場所 

表 1 アンケート項目 

 

 

図 3 「VR動画」の映像 

 

図 4 「LV」の映像 

 

図 5 「紙媒体」の写真 

表 2 学習者の属性とアンケート結果 

 

表 3 視覚教材ごとの合計発話分類 

 

表 4 発話分類の調整残差 
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問1
『カニを見ようとしたこと』へのお子様

の感想を教えてください.

問2

お子様にお聞きします.『不思議だな』

『なぜだろう？』と思ったことがあれば

教えてください.

内容

  

 

大人 子供 問1 問2 干潟の観測 再度VR希望

VR動画 4 5 5人中4人 5人中2人 5組中1組 5組中4組

LV 5 3 ３人中３人 ３人中０人 ５組中２組 -

紙媒体 6 3 3人中0人 3人中０人 5組中2組 -

視覚教材
学習者（5組） 子供のアンケート回答数 学習者の学習後の行動数

VR動画 LV 紙媒体 合計

n=5 n=5 n=5 15組

 (a )気づき ←  視点 12 14 23 49

 (b')気づき → 強調 19 12 0 31

 (c')気づき → 発展 13 13 1 27

合計 44 39 24 107(回)

 学習者　  実践者
 学習者　  実践者 VR動画 LV 紙媒体

  (a )気づき ←  視点 -3.21 (※) -1.56 5.59 (※)

  (b')気づき → 強調 2.71 (※) 0.31 -3.55 (※)

  (c')気づき → 発展 0.86 1.46 -2.70 (※)

(※：p＜0.05 )
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